
「
選
挙
に
つ
い
て
」

　
こ
の
調
査
で
は
、
選
挙
に
つ

い
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
投
票
に

ど
の
程
度
行
か
れ
る
か
や
、
投

票
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は

何
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
て

い
る
の
か
な
ど
を
知
る
た
め
、

４
項
目
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。
　
ま
ず
、「
あ
な
た
は
選
挙
の
あ

る
と
き
に
投
票
へ
い
き
ま
す

か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

「
毎
回
行
く
」「
毎
回
で
は
な
い

が
行
く
」
を
合
わ
せ
て
　
・
３

８５

㌫
で
し
た
。

　
次
に
、「
投
票
率
を
向
上
さ
せ

る
に
は
、
各
項
目
で
ど
の
程
度

重
要
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い

う
問
い
に
は
、「
投
票
日
時
や
投

票
場
所
の
周
知
」「
期
日
前
投
票

時
間
な
ど
の
投
票
機
会
の
拡

充
」「
政
治
家
・
候
補
者
の
政
策

公
約
情
報
の
周
知
」
な
ど
の
各

項
目
で
、
約
　
㌫
の
人
が
「
と

８０

て
も
重
要
」「
重
要
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
若
い
世
代
の
投
票
率

向
上
に
は
、
各
項
目
で
ど
の
程

度
重
要
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と

い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、「
啓
発

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
」「
街
頭
に
お

け
る
啓
発
活
動
」「
学
校
な
ど
へ

の
出
前
授
業
（
模
擬
投
票
）
の

実
施
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報

に
よ
る
啓
発
」
の
各
項
目
で
、

約
　
㌫
の
人
が
「
と
て
も
重
要
」

６０
「
重
要
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、「
候
補
者
選
択
す
る

と
き
に
、
各
項
目
で
ど
の
程
度

重
要
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い

う
問
い
に
対
し
て
は
、「
候
補
者

の
選
挙
公
報
の
内
容
」「
普
段
か

ら
の
政
治
活
動
に
お
け
る
政
策

内
容
」
の
各
項
目
で
約
　
㌫
の

８０

人
が
「
と
て
も
重
要
」「
重
要
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。（
左
表
参

照
）
　
選
挙
は
民
主
政
治
の
基
盤
を

な
す
も
の
で
、
国
民
一
人
一
人

に
と
っ
て
、
政
治
に
参
加
す
る

重
要
な
機
会
で
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、
投
票
率
は

全
般
的
に
低
下
を
続
け
て
お

り
、
特
に
若
い
世
代
の
投
票
率

は
、
他
の
世
代
の
投
票
率
に
比

べ
て
低
い
の
が
現
状
で
す
。

　
本
市
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
参
考
に
さ
ら
な
る
投
票
率
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
合
事
務
室

（
内
線
４
８
６
）

　市政に関する市民の皆さんの意見や考えな

どを知るため、２つのテーマで昨年９月に実

施した２８年度市民アンケートの調査結果がま

とまりました。

　アンケートの実施方法は、住民基本台帳か

ら無作為に抽出した２０歳以上の１５００人に郵送

しました。そのうち、６９１人の皆さんから回答

をいただき、回収率は４６.１㌫でした。

調査項目（テーマ）

「選挙について」

「市政全般の重要度・満足度について」
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「
市
政
全
般
の
重

要
度
・
満
足
度
に
つ

い
て
」

　
こ
の
調
査
で
は
、
市
政
全
般

の
重
要
度
・
満
足
度
に
つ
い
て

を
テ
ー
マ
に
、
　

項
目
に
つ
い

２１

て
、
重
要
度
と
満
足
度
を
伺
い

ま
し
た
。

　
重
要
度
と
満
足
度
の
高
か
っ

た
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

重
要
度
が
高
い
の
は

　
　
項
目
の
中
で
、「
と
て
も
重

２１
要
」「
や
や
重
要
」
を
合
わ
せ
た

重
要
度
が
高
か
っ
た
の
は
、
東

日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
を
は

じ
め
、
各
地
で
の
台
風
や
大
雨

な
ど
に
よ
る
災
害
の
影
響
も
あ

り
、「
防
犯
・
防
災
・
消
防
な
ど

危
機
的
管
理
の
安
心
度
」が
　
・
８６

６
㌫
と
最
も
高
く
、「
保
健
医
療

な
ど
の
充
実
度
」
が
　
・
６
㌫
、

８５

「
交
通
安
全
対
策
に
よ
る
安
心

度
」
が
　
・
１
㌫
、「
高
齢
者
・

８５

障
が
い
者
な
ど
に
と
っ
て
の
暮

ら
し
や
す
さ
」　

・
９
㌫
の
順

８３

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
左
表
参

照
）

満
足
度
が
高
い
の
は

　
　
項
目
の
中
で
、「
と
て
も
満

２１
足
」「
や
や
満
足
」
を
合
わ
せ
た

満
足
度
が
高
か
っ
た
の
は
、「
上

下
水
道
・
ご
み
・
し
尿
な
ど
生

活
基
盤
の
充
実
度
」
の
　
・
６

３３

㌫
、「
町
並
み
・
歴
史
な
ど
の
美

し
さ
」
の
　
・
５
㌫
、「
公
園
や

２７

緑
地
な
ど
の
環
境
づ
く
り
」
の

　
・
８
㌫
と
い
う
順
に
な
っ
て

２５い
ま
す
。

　
満
足
度
が
高
い
項
目
に
つ
い

て
は
、
本
市
に
お
け
る
公
共
下

水
道
の
普
及
率
の
高
さ
や
浄
化

槽
整
備
推
進
事
業
の
実
施
を
は

じ
め
、
本
市
の
特
色
で
も
あ
る

富
田
林
寺
内
町
な
ど
の
歴
史
遺

産
や
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
環
境
の
整
備
な
ど
が
評
価
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
保
健
医
療
な
ど
の
充

実
度
」
も
　
・
１

と
満
足
度

２３

が
高
く
、
こ
れ
は
本
市
が
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
医
療

面
か
ら
支
え
る
た
め
、
独
自
に

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の

充
実
に
努
め
て
き
た
こ
と
が
満

足
度
の
高
さ
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
と
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
　
お
忙
し
い
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
本
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
、
貴
重
な
ご
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後

の
市
の
施
策
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。

　
な
お
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
情

報
公
開
課
」
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
１
８
１
）
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市政全般の重要度について（単位：㌫）
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